










ProteinC は近年,新たに見出されたビタミン K依存性蛋白の 1つである。ProteinC は,血液

凝固第Ⅴ,第Ⅷ因子を特異的に失活させる作用が第一にあげられる。第二に血管内皮内皮下

組織から,プラスミノゲンアクチベーターの遊離を促進させる作用が存在することが認め

られている。すなわち,トロンビンが生成され,生体の中で血栓形成傾向が発生すると,その

トロンビンによって,ProteinCが活性化されて活性型のPro-teinCとなり,血栓形成傾向を

抑制するという働きが見られるようになる。 

ビタミン K依存性凝固蛋白である ProteinC を研究することにより,ビタミンK 欠乏状態を

今までよりもさらに解明できると考え,ProteinC の測定法,ProteinC の正常値(新生児から

年長児,成人まで),さらにビタミン K 欠乏状態の ProteinC のレベル,異常 ProteinC ならび

に,ビタミン Kに対する反応について研究を行ってきている。 

今年度は,1)ビタミン K 欠乏症,DIC,コントロールの,ELISA 法によって測定した Pro-teinC

の抗原量,2)ビタミン K 欠乏症の Prote-inC レベルのビタミン K 投与前後の変

化,3)Pr-oteinC 活性の測定法に対する一考察なでについて報告する。 


